




3aA 06 
‘å ’ ° ‹Û “à ‚Å ‘å—Ê” ­Œ» ‚ ³ ‚ ê ‚½•y ‘ f ‚ ð—p ‚¢ ‚½D lƒ^ƒ “ƒp
ƒNŽ¿ƒÇ––ƒvƒ•ƒZƒVƒ“ƒO ‚ Ì •¶‰»Šw“ I •E–Æ‰uŠw“ I‰ð• Í
ŽR–{—RE“ ` Ž q ˆ î Š _ Œ ¾ — v ‹ ã • ² “ ¡ Œ ö • s1.2 (1‰ªŽR‘å•E

— • • E • ¶ • ¨ Š î • ¶ Œ ¤ )

D1ƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚Í•C—t—Î‘Ì“à‚Å‘O‹ì‘Ì ‚Æ‚µ‚Ä•‡•¬‚³
‚ê‚½Œã•CŠjŽx”z‚Ì•y‘ f ‚É‚æ‚è c- –– ’ [‰„ ’ · • ” • ª ‚ Ì •Ø ’ f
‚ðŽó ‚ ¯ •¬•n‰»‚ · ‚é•B ‚± ‚ Ì‰ß’ö ‚ Í •CŒõ‰»ŠwŒn11 ‚ð“Á’¥
‚Ã ‚ ¯ ‚ éŽ_ ‘ f ” ­ •¶ ‚ Ì ‹@” \ ” ­Œ» ‚É•s‰ÂŒ‡‚Å ‚   ‚ é ‚± ‚Æ‚ Í–¾
‚ç‚©‚Å‚ ‚é‚ª•Cˆê•û‚Å•C‚±‚Ì‰„’·•”•ª‚Ì‘¶•Ý—•—R‚â•C
‚» ‚ Ì •Ø ’ f ‚É ‚æ‚é‹@” \ ” ­Œ»‚ Ì ‹@• \ ‚ Í •C–¢ ‚¾•s–¾‚ Ì ‚Ü ‚Ü
‚Å ‚   ‚é •B‰ä•X‚ Í •C ‚± ‚ Ì‰ß’ö ‚ÉŠÖ—^‚ · ‚é •y ‘ f(CtpA)
‚ð•ƒ‰»‚ · ‚é ‚± ‚Æ‚É‚æ‚è“ ¯ ’è ‚µ•C‚» ‚ Ì ˆâ “ `Žq ‚ Ì “ ¯ ’è ‚Æ
‰–Šî ”z—ñ ‚ ÌŒˆ ’è ‚ð •s ‚¤ ‚Æ‚Æ‚à ‚É •C ‚± ‚ Ì • y ‘ f ‚ ð ‘ å ’ ° ‹Û
“à ‚ÅŠˆ •« ‚ðŽ• ‚Â•ó ‘Ô ‚Å ‘å—Ê‚É” ­Œ» ‚ ³ ‚ ¹ ‚ éŒn‚ Ì • \ ’ z ‚É
•¬Œ÷‚µ‚½(ŽR–{‚ç•C“ú–{•A•¨Šw‰ï‘æ60 ‰ñ‘å‰ï”­•\)•B

–{Œ¤‹†‚Å‚Í•C‘å’°‹Û‚©‚ç His-tag ‚ð—˜—p‚µ‚Ä•¸•»‚µ
‚½ƒzƒEƒŒƒ“ƒ\ƒEC- –– ’ [ƒvƒ•ƒZƒVƒ“ƒO•y ‘ f ‚É ‘ Î ‚ · ‚ é “Á
ˆÙ•R ‘ Ì ‚ Ì • ì •¬ ‚É •¬Œ÷ ‚µ •C ‚ ³ ‚ ç ‚É •C–{ •y ‘ f ‚ ÌŠ ˆ •« ‚ðŽ •
‚½‚È‚¢‚Æ‚³‚ê‚é Scenedesmus LF •E1Š” ‚ Ì ƒ `ƒ‰ƒRƒCƒh–Œ
•ã‚Ì‘O‹ì‘ÌD1ƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚ðŠîŽ¿‚É‚µ•Cƒvƒ•ƒZƒVƒ“ƒO
Šˆ•«‚ð SDS Ži PAGFlW estem •ª • Í ‚Å ‘ ª ’ è ‚ · ‚ éŒn ‚ðŠm—§
‚µ ‚½•B ‚Â ‚¢ ‚Å•C ‚± ‚ ÌŒn‚ð—p‚¢•C–Œ•ã ‚Å ‚ Ì– { •y ‘ f ‚ Ì •¶
‰»Šw“I•E•y‘fŠw“I‰ð•Í‚ð•s‚Á‚½•B

3aA07 
Œõ‰»ŠwŒnE‚ÌŽ_‰»‘¤Œõ‘jŠQ‚É‚̈ ‚̄ ‚éD1’̀ ”’Ž¿•ª‰ð‰ß’ö‚Ì“Á’¥

ŽRŽåŽº•A’†’J‰xŽq•AˆíŒ©•C.”Ž•AŽR“c•…“Þ
{‰ªŽR‘å•E—••E•¶•̈)

ƒzƒEƒŒƒ“ƒ\ƒEŒõ‰»ŠwŒnE–Œ‚¨‚æ‚ÑƒRƒA‚ð0.8M Trls (pH 
9.0) ‚Ü‚½‚Í 3mMhydro x.y lanune (pH 6.5) ‚Å•̂ —•‚µ•AŒõ•ÆŽË
Œã•AD1’̀ ”’Ž¿‚Ì•ª‰ð‚ð SOS/ur Ž l ˆ êPAGE ‚¨‚æ‚Ñ Westem/
ECL ‚Å‰ð•Í‚µ‚½•B•ð”N‚Ì–{‘å‰ï‚Å•A hydro x.y lar ‹¥ ne •̂ —•‚µ‚½
–Œ‚Å‚Í•A Trl •••̂ —•–Œ‚É”ä‚×‚Ä 01 ’̀ ”’Ž¿‚Ì•ª‰ð‚Ì’ö“x‚ª‘å‚«
‚­•A 01 ’̀”’Ž¿‚Ì•‚•ªŽq‘¤‰Ë‹́ŽY•̈‚ª•­‚È‚¢‚±‚Æ‚ð•ñ••‚µ‚½‚ª•A
“̄ ‚¶ŒXŒü‚ª•AŒõ‰»ŠwŒnEƒRƒA‚Å‚àŒ©‚ç‚ê‚½•BHy dro x.y lanune
•ˆ—•—Ã•i‚É‚Í–Œ•\•Ý•Z’̀ ”’Ž¿ OEC3 3‚ª‘¶•Ý‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å•A
OEC3 3‚ªD1’̀ —R–f‚Ì•ª‰ð‚É‘Î‚µ‚Ä‘£•i“I‚È•ì—p‚ð‚µ‚Ä‚¢‚é
‚±‚Æ‚ªŽ¦•́‚³‚ê‚é•B OEC33 ‚ª•A 01 ’̀ ”’Ž¿‚Ì•ª‰ð‚Ì•‰Šú’iŠK
‚Æ‚»‚ÌŒã‚Ì“ñŽŸ“I‚È•ª‰ð‚Ì‚Ç‚¿‚ç‚ÉŠÖ— ‚̂·‚é‚©‚È‚Ç•A OEC3 3
‚ÌD1’̀ ”’Ž¿•ª‰ð‚É‚̈ ‚̄ ‚é‹ï‘Ì“I‚È–ðŠ„‚ð•A 01 ’`”’Ž¿‚Ì•”ˆÊ
“ÁˆÙ“I•R‘Ì‚ð—p‚¢‚½•ª‰ðŽY•̈ ‚Ì‰ð•Í‚â•A OEŒû3‚ðTrls •̂—•
‚µ‚½–Œ‚É•Ä•\•¬‚·‚é‚È‚Ç‚Ì•û–@‚Å•AŒ»•ÝŒŸ“¢‚µ‚Ä‚¢‚é•BŒõ‰»
ŠwŒnE‚ÌŠÒŒ³‘¤‘jŠQ‚É‚ÍŽ_‘f‚ª•K—v‚Å‚ ‚é‚ª•AŽ_‰»‘¤‘jŠQ‚É
‚ Í “ ¯ 80+ ‚âTYI Œî+‚È‚Ç‚ÌŽ_‰»ƒ‰ƒWƒJƒ‹‚ÌŠÖ— ‚̂ª•l‚¦‚ç‚ê‚Ä‚¢
‚é•BŒõ‰»ŠwŒnE‚ÌŽ_‰»‘¤Œõ‘jŠQ‚É‚̈ ‚̄ ‚éŽ_‘f‚Ì‰e‹¿‚ð’²‚×‚½
‚Æ‚±‚ë•AŒ™‹C•ðŒ•‚ÅTrls •ˆ—•Œõ‰»ŠwŒnE–Œ‚ÉŒõ•ÆŽË‚·‚é‚Æ•A
01 ’̀ ”’Ž¿‚Ì•ª‰ð‚ª‹N‚±‚è“ï‚­‚È‚Á‚½•B•]‚Á‚ÄŒõ‰»ŠwŒn’c—Ê‰»
‘¤‘jŠQ‚Å‚Ì 01 ’̀ ”’Ž¿•ª‰ð‚É‚àŽ_‘f‚ªŠÖ— ‚̂µ‚Ä‚¢‚é‚Æ‚¢‚¦‚é•B
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3aA 08 
Œõ‘jŠQ‚É‚Æ‚à‚È‚¤Œõ‰»ŠwŒnE”½‰ž’†•S’̀ ”’Ž¿‘¹••‚ÌŽ_‘f—v‹••«
“¿•x{‹{”ö)Œõ—’ ŽR–{’¼Ž÷(”_•…•È•E•¶•¨Œ¤)

Œõ‰»ŠwŒnn (psn) ‚ÌŒõ‘jŠQ‚Í•A PS ‘xŠÒŒ³‘¤ j‚ª—Ì••‚ðŽó‚̄ ‚é
acceptor-side photoinhibition (AS-PI) ‚ÆPS Œ¥•x‰»‘¤‚ª•Ñ••‚ð
Žó‚̄‚é donor-side photoin ‹¥ ition (DS-PI) ‚Ì‚Ó‚½‚Â‚Ì̂ Ù‚È‚é
‹@”›‚Å•i•s‚·‚é•B AS-PI ‚É‚̈‚¢‚Ä‚Í•A psn ‚ÌŽ¸Š ‚̂Æ”½‰ž’†•S’̀ ”’
Ž¿ (01 •CD2’̀ ”’Ž¿)‚Ì‘¹••(•Ø’f‚Æ‰Ë‹́ )‚Í‚Æ‚à‚ÉŠ •̂«Ž_‘f‚ª
ŠÖ— ‚̂·‚é”½‰ž‚Å‚ ‚è•AŽ_‘f‘¶•Ý‰º‚Å‚Ì‚Ý•i•s‚·‚é•Bˆê•û DS-PI

‚É‚̈ ‚¢‚Ä‚Í•A”½‰ž’†•S“à•”‚É•¶•¬‚µ‚½Ž_‰»ƒJ‚Ì•‚‚¢ƒJƒ`ƒIƒ“ƒ‰
ƒWƒJƒ‹‚ªŽ¸Š ‚̂Æ’̀ ”’Ž¿‚Ì‘¹••‚ð̂ ø‚«‹N‚±‚·‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚Ä‚̈ ‚è•A
’̀ ”’Ž¿‚Ì‘¹••‚ÍŽ_‘f‚É̂Ë‘¶‚µ‚È‚¢‚Æ‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B

–â•CDH•̂ —•‚ÅŽ_‘f”­•¶‚ðŽ¸Š ‚̂³‚¹‚½ psn –Œ•W•i‚ÉŒõ‚ð•ÆŽË
‚·‚é‚Æ (DS-P I)•A 01 •CŽM’̀ —R–f‚ª•Ø’f‚ðŽó‚̄ •A“̄ Žž‚É—l•X‚È
’̀ ”’Ž¿‰Ë‹́ ŽY•̈ ‚ªŒ •̀¬‚³‚ê‚½•B’‚‘fƒKƒXŠÒ–Å‰º‚ÅŒõ•ÆŽË‚ð•s‚È
‚¤‚Æ•A’̀ ”’•o‚Ì•Ø’f‚Í‚Ù‚ÚŠ®‘S‚É—}•§‚³‚ê•A‚Ü‚½‰Ë‹́ ”½‰ž‚à‘å
‚«‚­—}‚¦‚ç‚ê‚½•B‚±‚Ì‚±‚Æ‚Í•A AS-PI ‚Ì•ê•‡‚Æ“¯—l‚É•A•‘‰H‚É
‚æ‚é’̀ ”’Ž¿•Ñ••‚àŽ_‘f‚É̂Ë‘¶‚·‚é”½‰ž‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é•B
Š •̂«Ž_‘fƒXƒJƒxƒ“ƒWƒƒ•[‚ÌŒø‰Ê‚ð’²‚×‚½ŽÀŒ±‚Å•A“̄ O2‚ÆO2•[‚Æ‚ª

DS•EŠ§‚É‚̈ ‚̄ ‚é’̀”’Ž¿‘¹••‚ÉŠÖ— ‚̂·‚é‰Â”\•«‚ªŽ¦•́ ‚³‚ê‚½•B

3aA 09 
ƒ^ƒoƒR—t—Î ‘ ÌNAD(P)H ƒfƒqƒhƒ•ƒQƒ i • [ƒ [ ‚É ˆË ‘¶ ‚ ·

‚é •zŠÂ“ I “dŽq“ ` ’B

‰ “ “ ¡ • „ • A Ž ­ “ à — ˜ Ž ¡ \ ‹ ´ – { — ² \ Ž R “ c • N ” V1 • A ‰ ¡
–ã–¾•ä1. 2 •A•ó“c•_“ñ(‹ž‘å•E•HŒ¤•A 1“Þ—Ç•æ’[‘å•E

ƒoƒCƒI•A 2Res. Inst. Innov. Tech. Earth (RITE)) 

ƒ^ƒoƒR—t—Î ‘ Ì ‚ ÌNAD(P)H ƒ fƒqƒhƒ •ƒQƒ i • [ ƒ [(NDH)
‚ Í •Aƒ`ƒ‰ƒRƒCƒh–Œ‚É‘¶•Ý‚µ•AŠÒŒ³Œ^ƒtƒFƒŒƒhƒLƒVƒ“

‚©‚çƒvƒ‰ƒXƒgƒLƒmƒ“ ‚Ö‚ Ì “dŽq“`Œ­ ‚ð•G”} ‚µ ‚Ä ‚¢ ‚é ‚±

‚Æ‚ð–¾‚ç ‚©‚É‚µ ‚½•B‚± ‚ ÌŠˆ•« ‚ Í • ‚ ”Z“x ‚ ÌƒAƒ“ƒ`ƒ}ƒC

ƒVƒ“A‚ ¨ ‚æ‚Ñƒ~ƒgƒRƒ“ƒhƒŠƒA–ãH‚Ì‘jŠQ•Üƒ•ƒeƒmƒ“•A

ƒAƒ~ƒ^• [ƒ‹ “™‚Å‘ jŠQ‚³ ‚ê ‚½•B‚± ‚ê ‚Æ‚ Í •Ê ‚É•A’á”Z“x

‚ ÌƒAƒ“ƒ`ƒ}ƒCƒVƒ“A‚Å ‘ jŠQ‚ðŽó ‚ ¯ ‚éŠˆ •« ‚ ª ‚Ý ‚Æ‚ß ‚ç

‚ê ‚½‚ª•A‚±‚ê‚ Í • ]—ˆ‚©‚ç ’m‚ç‚ê ‚éƒtƒFƒŒƒhƒLƒVƒ“•E

ƒLƒmƒ“ƒŒƒ_ƒNƒ^•[ƒ[(F (F)‚É‚æ‚é‚à‚Ì‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é.

ƒ ^ ƒ o ƒ R — t — Î ‘ ÌNDH ‚ Í • A ’ P Œ µ ƒ ` ƒ ‰ ƒ R ƒ C ƒ h – Œ ‚ Å ‚ Í • A

NAD(P)H ‚ð“dŽq‹Ÿ—^‘ Ì ‚Æ‚µ ‚È ‚¢“_ ‚Å ‚ç ‚ñ ‘ ”NDH ‚Æ

ˆÙ ‚È ‚é ‚ ª •A ‚± ‚ê ‚ Í •Aƒ `ƒ‰ƒRƒCƒh–Œ‚ Ì “ º •»‰ß’ö ‚Å •A

NAD(P)H Œ‹•‡• ” ˆÊ ‚ ªŽ¸Šˆ ‚Ü ‚½‚ Í •AŒ‡—Ž‚µ ‚½‚à ‚ Ì ‚Æ

• l ‚ ¦ ‚ ç ‚ê ‚é o NDH ‚ÉˆË‘¶ ‚ · ‚é•zŠÂ“I“dŽq“` ’B‚Æ

FQR ‚ÉˆË ‘¶ ‚ · ‚é ‚à ‚ Ì ‚Æ‚ ÌŠÖŒW‚É‚Â ‚¢ ‚ÄŒ»•ÝŒŸ“¢ ‚µ

‚Ä‚¢‚é•B



3aAlO 
ラン藻Synechocystis陀 C儲侶NAD(P)H
dehydrogenase (ND町の精製
松尾道憲、遠藤剛、浅田浩二〈京都大・食研)

ラン藻のロテノン感受性NDHは呼吸鎖と光合成
の循環的電子伝達系で機能し、電子伝達とプロト
ン勾配の形成を触媒している。しかし、 NDHの
分子的性質はまだ明らかではない。そこで、ラン

藻 Synechocystis陀 C個目を用いNDHを精製した。
菌体をフレンチプレス処理して得た摘出液につ

いて、 NADPHを電子供与体、ニトロブルーテト
ラゾリウムを電子受容体とする活性染色を行った。

低分子量の2本のバンドはそれぞれdrgA遺伝子
産物と開Rであり、高分子量のパントがNDHで
あることが明らかとなった。

菌体の膜画分をCHAPSで可溶化し、陰イオン
交換、ゲルろ過クロマトグラフィーによって分子

サイズが311kDaのNDHを精製した。プラスト
キノンを電子受容体としたときの NADPHに対す
るKm値は4.8μMであり、 NADHでは反応が進
行しなかった。ウエスタンプロッティングで疎水
性のNDH・A、NDH・8サプユニットに対する抗体
と反応しなかったことから、精製したNDHは疎水
性サプコンプレックスから解離した親水性サプコ

ンプレックスであると考えられる。

3aAll 
ランソウSynechocystisPCC 6803 NAD(P)Hデヒドロ
グナーゼ(NDH)のHQNOによる阻害
米華玲、遠藤剛1、松尾道愈1、小川晃男2、浅田浩二1

マ軍菌科学院上海植物生理研、 l京大・食研、 2名大・

生物分子応答研究センター)

ランソウSynechocystisPCC 6803のPS1循環的電
子伝達はチラコイド膜に結合するNDHによって触媒

されるIMiet al. PCP 35: 163， (1994)， 36: 661， 
(1995))。今回、 2'heptyl-4-hydroxyquinoline N-oxide 
(HQNO)がNDHを阻害することを見出したので報告す
る。

HQNOはミトコンドリアComplex1の阻害剤である
Capsaicinと同様、光照射によって生ずる光還元当量
のプラストキノン還元を反映する光照射終了後のク

ロロフィル蛍光上昇を抑制した。さらにHQNOはサ
イトゾルからプラストキノン (PQ) を経由する
P700.への電子伝達を組害したが、 H20からmethyl
viologenへの直線的電子伝達には影響しなかった。チ
ラコイド膜から部分精製したNDHの活性 (PQによる
NADPHの酸化)はHQNOにより阻害された。以上の
結果から、 SynechocystisPCC 6803 のPSI循環的電
子伝達を触媒するNDHはHQNOによって阻害される
ことを明らかにした。

86 

3aA12 
タバコ葉緑体におけるミクロソーム型シトクロム P450
モノオキシゲナーゼと光合成電子伝達系との相互作用

髭遁差翠1、有馬大"'， Ii崎幾康九大川秀郎日
('神戸大・自然科学、 a住友化学・生命研、神戸大.Al

I目的1高等植物において、ミクロソーム型シトクロム P450
(P450)モノオキシゲナーゼは P450とNADPH判 50還元酵素(還元
理事素)が電引云途系を構成し、NADI'Hの電子を用いて分子状酸素を
活性化して脂溶性基質に一原子酸素添加反応を触媒する。本酵素系
の業縁体における存在は報告されていない。そこで、ラット肝ミク
ロソームのP450およびその醇母還元酵素との融合酵素と光合成電子
伝達系をカップリングさせて、光エネルギー依存性の高薬物代謝能
を付与した形質転換捕物の作出を試みた。
防法およE摘果1αMV35S或いは批Sのプロモータの制御下で、
RuBisCO小サプユニット(批S)の葉緑体輸送シグナルをラット
CYP1A1 c[別AおよびCYP1A1と目撃母還元欝棄の融合遺伝子に連結
してタバコで発現させた。形質転換タバコの葉緑体薗分は光照射下、
NADPH無添加の条件で、 CYP1A1を発現したタバコはコントロール
タバコの3-8倍の、融合酸素を発現したタバコは8-16倍の高い
モノオキシゲナーゼ活性を示した。暗条件下、および以::MUの添加
によりこれらの活性はコントロールのレベルにまで低下した。また、
形質転換タバコ植物体は除草剤クロロトルロンに耐性を示した。
一方、ラット CYP1A1を発現した酵母ミクロソームとホウレンソウ
のフエレドキシンおよび剛Rとの却凶m 再構成実験において、本
活性はNADPH+CYP1A1系に比べて、それにフェレドキシン、開R
あるいは両者を添加するとそれぞれ1.5倍、L8倍、 2.3倍の活性の
上昇が寵められた。また、これらの活性は∞処理によって阻害さ
れた。以上の結果、ミクロソーム型CYP1A1は光合成電子伝達系で
生成したNADI剤、剛R、あるいはフェレドキシンを介して電子を授
受することによってモノオキシゲナーゼ活性を示したと推測される。

3aA13 
葉緑体共役因子CFlのy，&サプユニットの役割

込墨~盤、本橋健、加藤康之、 STROTMANN，H.l、天野

豊己(東工大・資源化学研究所、 Heinrich-HeineUniv.摘

物生化学研究所)

我々は、葉緑体共役因子CFlのy，&サプユニットの役割

を分子レベルで解析することを目的として、まずこれらの

サプユニットの大腸菌を用いた大量発現系を構築した。発

現したサプユニットは、好熱菌PS3のTFl由来のa・8サプ

ユニットとキメラ複合体を形成した。CFlのyサプユニット

の性質に起因するこのキメラ複合体の性質について昨年の

本学会で報告したが、今回はより効率よくキメラ複合体を

得る系を構築し、この性質の詳細を調べた。キメラ複合体

のATPaseの至適温度は、好熱菌由来の複合体 (65度)に

比べ10度前後低かった。好熱菌由来の複合体のATPase活

性は、メタノールによってやや阻害されたが、キメラ複合

体のそれは、 CFlと同様に著しい促進が見られた。 CFl由来

のEサプユニットは、キメラ複合体のみを強く阻害した。こ

のように、キメラ複合体は多くの点で CFlの性質を反映し

ており、今後CFlのyおよび Eサプユニットの調節機能の

解析を進める上で、非常によい実験系であると恩われる。



laBOl 
hのsource-sinkモデル植物のsink-lilit粂件に

おげる光合成代謝の制御鎗織に関する研究

湿血盆ニ、鍾後仁、村木功、宮下三幸(弘前大・

理・生物)

アマランサス(A・aranthuscruentus)の棄の基
部に発銀させて、一枚の棄と綬だげからなる単純

なhのソース・シンク・モデル植物を開発した.

このモデル縞物を連続明期条件下で、 sink器官

で消費されるよりも多くの光合成産物をsource糠

官で生産させると、光合成速度は低下し、 sink-

lilit状態となった。そして、棄のsucroseとRuBP

含量が地加したが、 PGA含量は低下した.また、

RuBPcase活性が低下した.この不活性化した

RuBPcaseは、 C02とHg2+およびPiとHg2+とのincu-

bationによって、その活性を完全に回復した。

Sink-lilit状態のしモデル植物で得られた以上の

結果は，ダイズの薬から作られたC3のモデル植物

をsink-lilit条件下に置いた場合に認められた結

果と 一致した.

Sink-lilit条件では、し植物に闘有のC4回路の

主要酵素であるPEPcarboxylaseの活性も低下した.

laB02 
インゲンの英切除巴よる藁の光合成の低下は、

光合成機能タンパクの量の滅少を伴怠わない

型豊麗差、村松伸一、収野圏、前忠彦

(東北大・鹿・応生化)

シンク制限下での光合成低下の要因を探る定め

l之、インゲンの英を切除し、葉の光合成への生理
生化学的怠影響を調べ定。英切除巴より、葉の光

合成速度は著しく減少し定。同時巴、気孔の閉鎖

巴伴走ょう葉内C02分圧の低下も示され足。さら巴、

葉内C02分圧=15Paの光合成速度を調べると、英

切除区で対照{英有)区巴比べて減少しており、葉肉

細胞内の光合成活性の低下が示唆され足。しかし、

Rubiscoなどの光合成機能因子の主要怠タンパク

量や酵素活性は、対照区よりも英切除区で高<維

持されていることがわかっ定。ま芝、 Rubiscoと

sucrose-phosphate synthaseの活性化率は、それぞ

れ英切除巴よりやや減少する傾向巴あっ足。

従って、インゲンの英切除巴よる光合成の低下

は、葉内外の C02の匹敵阻害や光合成機能因予の

生体内での不活性化怠ど巴よるもので、主要怠タ

ンパク質の量や活性の低下巴よるものでは怠いと

結論し走。
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laB03 
7イス7-ラントの CAM化に伴って葉緑体に誘導される

G6P輸送活性の性質

呈藍萱，金井龍二(埼玉大・理・分子生物)

CAM (c随 sulac鎗nacid metabolism)では葉緑体内のヂ
ンアンの合成・分解が重要な役割を果たす。 7イ]..7.ラント

仰脂即物'anfl畑mmcrystalHfIII11)では塩ストレス4こよる CAM
化の過程で、デン7"ン分解系及び解穂系のいくつかの

酵素活性が誘導されることが知られている。

そこで我々は葉緑体から細胞質への代樹産物輸送
を明らかにするため、 C3型友tひぴfCAM型7円イス刀7.うわントカか‘ 
ら無傷葉緑体を単離し、シ少刈lリJコUンオ刺イ晶膚濠過i逮怠心法により
14C_7ゲ.J旧b旧コ-]..友ぴ

を測定した。 CAM型葉緑体は暗所でG6Pを活発に
取込み、ストロマ中の温度は 180秒間で外液の3倍に透

した。しかし、 C3型葉緑体の取込みは CAM型の約
1110であった。また、 14C_7'旧・1の輪送活性は C3
型、 CAM型葉縁体共に低かった。CAM型葉緑体へ

のG6P輸送の初速度は光照射により制 50%に阻害

され、また、0.5mM Piにより規争的に阻害された。
一方、CAM型葉録体への32Piの取込みも G6Pによ

り競争的に阻害され、そのKi=6.2mMはG6P輸送

のKm=O.44mMの約 14倍であった。これらのこと
はCAM型11]..7

0

ラント薬縁体で G6PとPiを交換する

輸送体が新たに誘導されていることを示嘘する.

laB04 
C02濃度のちがいによる好熱性ラン藻の光合成系の

変化

宮入祥夫(工技院・生命工学研)

好熱性ラン藻Synech町 'OCCUSeJongatusの高濃度C02

下における生育の特性と光合成系の変化について

報告する。前固までに、本ラン藻は空気中のCU2

濃度から80%までの広いC02濃度範囲で生育するこ

とが分かつており、 C021こよる培地のpHの低下が

生育速度の低下に関係することが示唆された。今

まで1∞%CU2下では生育しなかったが、菌体の接
種量を増やすことにより l∞%CU2下でも生育する
ことが明らかになった。培養初期の培地のpHは薗

体の接種量により変化しなかった。 1∞%CU2下で生
育した細胞を少量植え継いで再びl∞%C02下で培養
しても増殖せず適応性の獲得は認められなかった。

また異なるCU2濃度下で生育した細胞はその形態や

光合成活性等に若干のちがいが見られた。



laB05 

光照射時にみられるラン藻SynechocuccusPCC7942の細胞外へ

の還元等量の放出

西野徹、姫野道夫、 l池田篤治、佐藤良平、和田野

晃 (大阪府大・農・応用生化京大・農..R化)

ラン藻のCiトランスボーターは、主にPSIを介するサイク

リックな電子伝達系によりエネルギーが供給されていると考

えられているが、どのようにしてそのエネルギーが消費され

ているかは不明である。 一方、池田等はラン藻がグルコネー

トを酸化する課程で還元等量を細胞外へ放出することを明ら

かにしている。この還元等量の放出と、 Ciトランスポートが

エネルギーを必要とすることに何らかの相関があると予測し

て本研究を行った。還元等量の放出の検出は、作用電極とし

てglassycarbon電極、カウンター電極としてpt電極、基準電極

としてAg/AgCl電極を用い、 3極ボルタンメトリックアナライ

ザーにより行った。ラン藻はSynechococcusPCC7942を用い、

電極とラン藻聞の還元等量のキャリアーとして、フェリシア

ナイドを加えた。ラン藻細胞はglassy carbon電短に乗せ、議

縮し、透析膜でパッケージングした。0.5 mgChl/mlのラン藻

10μlをパッケージングし、 25mM BTp.HCl (pH8.0)緩衝液で

満たしたセル中で、光を照射すると数μAレベルの電流の発生

が確認された。この電流が、光に依存したラン藻の還元等量

の放出によることを、ラン11の温度、及びフェリシアナイド
の狼度を変化させ確認した。先化学系の阻害弗jの影響や、突

然変異体の還元等量放出能についても検討した。

laB06 

マウスカーポニックアンヒドラーゼを業肉細胞細胞質

に発現する形質転換タバコの光合成特性について

塾主藍圭1、阿部敬一郎2、石井龍一1(1東大、農、作

物、 2アドノTンス、 DDSR&Dセンター)

C3植物の光合成速度の律速要因に CUlの拡散揺抗

がある。本報告ではこの抵抗に対するカーボニツクアン

ヒドラーゼ(以下CA)の効果を調べた。マウスCAの

遺伝子を発現する形質転換タバコでは、 CAタンパクが

その活性を保持したまま業肉糊跡目胞質に局在してい

ることか官、められた。形質転換株の光合成速度は、大気

条件下では妻子生株との聞に有為な差は認められなかっ

た。しかしながら、 C臼漉度が光合成速度をより強く

律速するような条件、すなわち低CUl濃度あるいは高

02濃度下で形質転換株の光合成速度が高くなる傾向が

見られた。特にマウスCAの発現レベルカ鳴い植物体群

では、野生株と比べ有意に高川直を示していた。さらに、

形質転換株は野生株より有意に低いC臼補償点を示し

ていた。
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laB07 

クロレラのCOz適応に関与するカルポニックアンヒ

ドラーゼ以外の要因

d温鹿星、 Z.Ramazanov、自宕醤得(新満大・理・
生物、 Tech.Inst. Canary Islands， Spain) 

微細蕩類は生育時のCOz温度に応じてカルポニッ

クアンヒドラーゼ(CA)やCOzII繍機嫌の活性を調節

しその光合成特性を産化させ適応する.本研究では、

COz温度に影響されずconstitutivelこCAを合成す

るChlorell a vul伊ri5 (Kosi kov)を用いて、 COz適
応に関与するCA以外の要因について光合成COz圃定

のキネテイクスから解析した.その結果、低COzへ

の適応に障しては、 5μMHC~. (0.12μM COz)を

Kmとし150μmol(ml PCV)・1h・1をVmaxとする因

子(Low-Km factor)を新たに鶴漉することにより

COzに対する規和性を綱大させることおよび

Rubisco量を減少させることが明らかとなった.一

方、高COzへの適応に際しては、 Rubisco量を相大

させ量大光合成速度を綱大させると同時にLow-Km

factorの鶴樽を停止することが明らかとなった.

laB08 

ラン濠Synechococcussp. PCC7942のcmpAB∞遺伝子群

はHC03-.送体をコードしている

圃誼Eム、 DeanPrice'、MurrayBadger 1、小川晃男Z、
小俣途男(名大.a信用生物科学、 lMolec.Plant physiol.， 
Res. Sch. Biol. Sci.， Australian National Univ.、z名大・生
物分子応答研究センター}

ラン蕩Synechococcussp. PCC7942の cmpABCD遺伝子群

は、同じ綜の硝酸イオン能動総送体と縄問のABC型鎗送体を

コードしているo cmpAの発現が炭窯欠乏によって楊導される

ことから、 我hは以前、この遺伝子が無償炭素 (COzおよび

HC03-; Ciと記す)の能動繍送に関与すると錐定した.しか

し、cmpABの欠失変異縁 (M42)がCi鎗送活性を示すこと

からその徳能は不明のままであった.今回我々は、 20・50

ppmの低C02条件下で生育させた野生総と M42のHC03-紛

送活性を詳細に比較し、 cmp遺伝子携の微能について再検討

を行ったo M42は低CO2条件下で野生総と同等の生育を示し

たが、その HC03-の取り込みの初速度l草野生線の40-60%

であった.またマススペクトル法で測定した光照射下の定常状

態における HC03-取り込み速度も野生練の 60・70%であっ

た.培地中の Na+の滋度が低い場合でも、野生総はtl大活性
の30%程度の HC03-取り込み活性を示したが、M42は

HC03ーをまったく取り込まなかった.以上の結果より、

cmpABCDは低滋度の Na+存在下で働能する HC03-能動.送

体をコードすることが明らかとなった.



laB09 
遺伝子タギング法によるクラミドモナス高∞2要求

変異株の単厳と解析

福津秀哉、石崎公腐、松枝昭治、三浦謙治、

井上達也、大山莞爾(京大・農・農化)

低∞2条件に適応する機構(無機炭素濃縮機構)

に関わる遺伝子を単離同定するために、遺伝子タ

ギング法を用いてクラミドモナスから高α主要求変
異株を単厳し、その生理学的性質を解析した。ク

ラミドモナス核ゲノムにコードされる硝厳還元酵

素遺伝子(nitl)を遺伝子タギングの指標として用い、

高∞2濃度(5%)要求性変異株のスクリーニングを

行った。 nitl遺伝子の挿入変異によって低∞2濃度

条件で増殖が野生株より遅くなった株を9株単離

した。得られた変異株の中には、光合成の無機炭

素に対する親和性が低下した株 (~/2(CI)値が低∞2
条件でも高∞2条件と変化ない株)や、 CA遺伝子

に変異はないのに、その発現が低∞2条件で全く誘

導されない株も得られた。

lpBOl 
Engineerlng of C4 photosynthesis genes in 
rice， a C3 plant， for increased photosynthetic 
efficiency. 
Maurice S.B.Ku1， MikaNomurn2， S必ciko同ro鴎 3，
Seiichi Toki3 and恥匂koωMatsuoka2.
1 BotanyDe四rtment，Washington State University. 
2BioSαence Cel耐久 Nagoya University. 
3 National Instiωteof A伊c凶ωralRω0山田

Ourotリectivesof manipu1ating C4 pho蜘卯thesisgenes 
1Dロplants，such as rice，創可2もoincrease their tolerance 
ωenvironmental stress andωincreぉe their 
phot四ynthetic efficiency. Using 組 Agro旬cterium
media凶 transformationsy批 m，we have produced 
many transgenic riαplants harboring three C4 
photosyn曲目is genes sep副司tely-phosphoenolpyruvate 
伺 I加xy同 e，pyruvate， pi dikinase組 dNADP-malic 
e皿yme.Data on exp陀ssionof these C4 phoωs戸thesis
genes in transgenic riωplants will be presented. In the 
l叩 grun， perf.ωm組 ceof transgenic plants with a high 
level of exp四ssionof thωe genes under various stress 
C叩 ditionswill be evalua飽d.In addition， expression of 
由峨泥山田 geneswill be in直egra島dinto the same plants 
through∞nventiα1aI hybridization in orderωcreate a 
C4-like p加もosynthesis 組 d th凶 increωe their 
photosynthetic efficiency. 
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lpB02 
B剛治arisvi叩araにおけるC3、C4光合成特性の発現:
PEPカルポキシラーゼ遺伝子の解続
裏~三・甲斐元士人高辻博志上野 修， ('農水省生物
研、 2学援特別研究員・九大.A)

水陵商生植物、 E附 harisvivi同点、陸上ではC4型、水中

ではC3型の光合成特性を示し、 C3、C4光合成特性の発
現制御機構を解析する上で興味深い横物である。ここでは、

C4光合成酵素PEPカルボキシラーゼ(PEPC)の酵素学的およ
び遺伝子発現についての解析結果を報告する。本組物の陸生

型のPEPCは、 PEPに対するKmfl直等、 C3・C4中間的な酵素
学的特性を持っていた。 PEPCをコードしていると推定される
cDNA (pepl)を陸生型から単調監し、構造解析を行ったところ、
peplにコードされるタンパク質は、 C4植物のPEPC遺伝子よ
りむしろ C3植物のそれと高い相同性を示した。器官別並び
に生育条件を変えたときのpeplの発現レベルの比較では、水
生型よりも隆生型の光合成組織(蒋)で高く、また、隆生型

を時処理することにより低下することが明らかとなった。光

合成組織における発現の速いは、水生型の同一個体中でも認

められた。発現量は、気相に曝された稗で最も高〈、水中で

生育した稗では低下した。さらに、水生型のアプシジン酸処

理によっても、水中で発現が誘導された。これらの結果は、

peplが酵素学的特性およびタンパク質構造は明確なC4とは異
なるにもかかわらず、発現の環境条件に対する応答のパター

ンとしてはC4型であることを示唆している。

lpB03 
窒素に応答したC4ホスホエノールピルビン酸
カルポキシラーゼ (PEPC)活性調節

出畳一J匿、杉山 達夫(名古屋大・農・応用生物科
学)

C 4PEPCは光に応答したリン磁化によりその活性
が高まると同時に、リンゴ酸に対する感受性が低下

する。またこの酵素は窒素ストレスからの回復過程
において優先的に蓄積されるが、窒繁栄養状態の変

化に迅速に対応するためには翻駅後のレベルでも制

御されているのではないかと考えられる。本研究で
はPEPC活性の翻訳後調節に与える窒素の影響につい

て調べた。霊祭欠乏トウモロコシに窒棄を補模する
と、暗所から明所への移行に伴うPEPCの活性化とリ

ンゴ酪に対する感受性の低下が抑制された。連続光

照射下においては窒素補鴻によりその活性が低下

し、リンゴ酸に対する感受性が高まった。また、硝

酸補織により業の細胞中のリンゴ酸濃度が高まるこ

とが確認された。これらのことから、窒素ストレス

トウモロコシのC4PEPCは遺伝子発現レベルでは窒

素により正の制御を受けるが、酵素活性レベルでは

負の制御を受けることが明らかとなった。このこと

から窒素欠乏状態ではPEPCはリンゴ酸による阻害を

受けにくいが、窒素補境によりその阻害は強くなる

との結論を得た。



lpB04 
ラン穣形質転換機Mrlにおける Chromatiumvinosum 

RuBisCOの発現が光合成に与える影響
小島佳代，原納究，姫野道夫，小林裕和・

和田野晃 (大阪府大'.・応用生化静岡県大・
食品栄科)

ラン漢の炭素代謝の調節織機を明らかにするために、
SynechcむαxusPCC7942にKmC02値が低い紅色硫貧

光合成細菌 Chromatiumvinωum由来のKmC02値が

低いRuBisCO遺伝子 (CVrbc)を、シャトルベクターを
用いて導入した形質転換株MTlが得られた。この形質転

換徐における C.vinosum RuBlsCOの発現について検
討した。その結果、導入したプラスミドは安定に維持さ

れていること、 C.vtnosum RuBisCOは lnvivoで、活
性を有するL8S8構造で cytosolに存在していることが

明らかになった。
本研究では、 CVrbcのプロモーター領績を改良するこ
とにより、 MT1におけるCVrbcの発現量を向上させ、
IPTGを用いて発現を誘導することによって、 CVrbcの

発現に伴う光合成の変化を検討することを試みた.その

結果、 CVrbcの発現には CVrbcのプロモーターが機能
しており、プロモーターの上流領峻が発現のために必須
であることが明らかになった.現在、得られた形質転換
徐における CVrbcの発現に伴う光合成の変化について

検討している.

lpB05 
生業におけるRubisco活性の測定

豊山主ム・柴田勝・小林普親(九大・農・林)

生業の光合成において、チラコイド膜を流れる

電子は炭酸固定のみならず、光呼吸やメーラ一反応

によっても消費される。しかし、光呼吸や酸素還元

による電子消費はガス交換法により定量することは

できない。我々は、クロロフィル蛍光とガス交換速

度の同時測定を行うことにより、光合成炭酸固定や

光呼吸、メーラ一反応などに依存した電子の流東を

測定する方法を開発した。この方法により、 RuBP

カノレボキシラーゼによるC02吸収速度 (Vc)および

RuBPオキシグナーゼによる02消費速度 (Vo)など、

生業におけるRubisco活性の測定が可能となった。

キュウリ葉において、一定強度の光照射のもとで、

気相中のC02濃度を変えながら電子の流東およびVc、

Voを測定すると、 C02濃度の上昇とともにVcの糟加

とVoの減少が起こることを見出した。
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lpB06 
イネ rbcSアンチセンス遺伝子導入による

Rubisco減少は、高 C02環境における光合成の窒

素利用効率の向上にむすびっくか?

牧野周1、島田多喜子2、宅見黛雄2、兼子健太郎

1、松岡信3、島本功4、仲野広美 1、徳富.宮尾

光恵5、前忠彦 1、山本直樹5e東北大'.、
2石川農短大・農資研、 3名大・分子応答、 4奈良

先端大・バイオ、 5農水省・生物研)

Rubiscoは、現在の大気 C02分圧下(36Pa)の光

合成の律速因子の一つではあるが、高 C02分圧下

では、その存在量は、光合成全体のバランスにお

いて、過剰となる。そこで、私達は、イネ rbcS
アンチセンス遺伝子を導入した形質転換体イネを

作成し、高 C02環境下(100Pa以上)に対する

Rubiscoの適量化がその条件での光合成能の向上

にむすびっくかどうかについて検討した。まず、

100Pa C02での Wild-typeの Rubiscoの実効割合

から、その条件における Rubiscoの適量値を算出

し、その Rubisco含量を有するアンチセンス植物

を選抜した。選抜された植物は、 Wild-type植物

に対して、 100-115Pa C02条件において、 5%・15%

高い光合成能を示した。

lpB07 
INHIBITION OF THE ACTIVITY OF RUBISCO 
BY SALTS AND ITS RESCUING BY RuBP AND 
GLYCINE BETAINE 
ANWARUZヌAMAN1，Kazuki OGAWA 1，2， Tetsuko 
TAKABE3， Ken-lchi TOMIZAWA， Akiho YOKOTA1，2 
(IPla岨tMol. Physiol. Lab.， RIτ"E， Kizu， Kyoto 619・02;
2Dept. Biosci.， Grad. Sch. Biol. Sci.， NAIST， Ikoma 630・
01; 3Biosci. Cent.， Nagoya Univ.， Nagoya 464・.01)

A number of repo巾 haveappeared on the effects of 
salts on photosynthesis i且plantsand algae. Photosystem 11 
is one of白e，tar~~~， .inj~ed ， ?~鈎lts . The activity of 
RuBisCO is also inhibited by high∞ncentrations of salts， 
but the en勾meis rescued企omsalt inhibition by glycine 
betaine in cyanobacteria. However， the mechaおm of 
inhibition of RuBisCO by salts is not known. Effect of salts 
on the activity of RuBisCO of higher plants has not yet been 
investigated. 
h出isstudy， wc cxanined也eeffects of chloride鈍lts
of sodium and potassium on the activity of RuBisCO 
purified企omspinach， using a spectrophotometer， to follow 
adeαease in the absorbance of RuBP at 280 nm with time. 
Activation of RuBisCO was not affected by salts. 
However， salts inhibited白eactivity of RuBisCO only in白e
initial phase of the reaction course.τbe inhibition was 
nullified∞mpletely in the prolonged reaction∞urse錨 if
白eRuBPωrboxylationitself resαled白een勾me企om鈍lt
inhibition. When betaine was added in the presence of 
salts， there was no inhibition of RuBisCO activity.σ'artly 
supported by百leKansai Elec凶cPower Company Ud.) 



lpB08 
チラコイド族企pHによるリプロース1，5ビスリン酸
(RuBP)カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ(RuBiSCO)の
フォールオーパー調節

二室麹弘、横田明穂1(地球環境研RITE，1奈良先端大学
院)

基質∞zおよびRuBP飽和下RuBiS∞は零時反応のキネテ
ィクスを示さず、反応の進行に伴い基質消費速度が低下
する{フォールオーバーσa1lover)と呼ばれる}。我々は、
廿日大根生薬での光照射後のRuBiS∞のキネティクスを
経時的に調べ、 RuBiS∞活性が低下する時間域でFallover
率が異なることを見いだし、凪vivoでのfallover調節機構
を考察した。材料および方法:200/002および380

ppm∞2通気下赤色光強度を15∞J1F1m~岬江}からDarkあ
るいは4∞μ肋n2β(ML)へ変える光処理を廿日大様生薬に
行った。租抽出液RuBiS∞によるRuBP消費の初速をVi，
反応開始IOminでの消費速度をVfとし、 1・Vf/ViをFallover
$とした。廿日大根生業のクロロフィル蛍光をPAMChl-
F1uorometぽを用い測定した。結果および考察:光処理
。乱=>Dark，lll-=>ML)によりRuBiS∞活性は半減期2m血
で約50%低下した。一方、 E 下50%を示すFallover率は
DarkあるいはML遷移後lminで10%へ減少し、2min後50
%へ回復した。 Fallover率の減少時間域は、チラコイド膜
dpH消失によるnon-photochemiω1quenchi唱の解消時間域
と一致し、 invivoでRuBiS∞副iv蹴がRuBiS∞の
Falloverを調節していることが示唆された。(一部は
PECIMITIの支援で行われた)

lpB09 
葉緑体形質転換法によるRuBisCO大サプユニット
遺伝子の改変寓湾健一1、鹿内利治2、下出綾子l、
chr包出eHoFoyer

3、横田明穂1
、
2 ctR 1 TE ・

植物分子生理、 2奈良先錨大・バイオサイエン
ス、 31 N RA) 
Sp:おはEMS処理により得られた、RuBisCO活性の
ないタバコ突然変具体である。このSp25のRuBisCO
大サプユニット遺伝子(成L)の配列を野生型のも
のと比較したところ322番目のグリシンがセリンに
変化していた。そこで、このアミノ酸置換iJ"<Spおに
見られるb胎∞活性喪失の原因であるか否かを明
らかにするため、パーティクルガンによる葉緑体形
質転換法により野生型成Lの導入を行い、 RuBisCO
活性が回復するかどうかの検討を行った。導入に用
いたDNAは、野生型IbcLとその配列の下流にスペ
クチノマイシン耐性に関与する遺伝子を掃入したも
ので、 Sp25のrbCLとの相同組換を期待して構築した。
形質転換体の選別はスペクチノマイシン耐性を指標
に行ない、 8系統の独立した耐性株を得た。このう
ち一系統を対象に、その葉の組抽出液のRuBisCO活
性を常法に従って検討したところ、 Sp25の場合には
見られな~\3ーフォスフォグリセリン酸の生成が確
認された。このことは、この形質転換体はRuBisCO
活性を持っていることを示すものである。以上の結
果は、 SpおがRuBisCO活性を示さないのは322番目
のグリシンがセリンに変化したことによるという仮
説を強く支持するものである。(一部はPECIMITIの
支鍍で行われた〉
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lpBlO 
ホスホリプロキナーゼにより生成するリボース 1，5・
ピスリン酸
主竪宜:、東願、柴田均3、横田明穂 1・4(IRITE'
植物分子生理、 2京都大・農・地域環境科学、 3島根大

・生物資源科学、 4奈良先端大・バイオサイエンス)

ホスホリプロキナーゼσRK)は、光合成炭素還元
(PCR)回路においてリプロース 5・リン酸(Ru5P)をリ

ン酸化し、リブロース 1ふピスリン酸(RuBP)を生

成する酵素として知られている。我々は、この酵素

がリポース 5・リン酸(R5P)もリン酸化し得ることを

明らかにし、 PCR回路での新しい経路を予測した。

今回、ホウレンソウ PRK精製標品を用いて、 R5P

からの反応の生成物を単厳・精製した。生成物の

NMRスベクトルは、 RuBPのものとは全く異なって
いた。このことは、 R5PがPRK精製標品に混入し

たR5Pイソメラーゼの反応を経て、見かけよリン酸

化されている(R5P→Ru5P→RuBP)のではなく、直
接リン酸化されていること示している。従来の PRK

反応はPCR回路の中間代謝産物により阻害されるが、

R5Pリン酸化反応に対しでもこれらの阻害は見られ

た。現在、 R5Pからの生成物リボース 1，5・ピスリン
酸(RBP)による、これらの反応阻害を検討中である。

この研究の一部は NEDOの愛託を受けたものである。

lpBll 
光呼吸活性の低いクラミドモナス突然変異株

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態研)

ホスホグリコール酸ホスファターゼ (PGPase)

活性欠損突然変異株は生育に高いCO
2濃度が必要で、

大気条件下では光があたると生育できない。これ

は光呼吸の最初の産物ホスホグリコール酸の蓄積

により光合成が著しく阻害されるためと考えられ

る。クラミドモナスのPGPase活性欠損突然変異株

であるpgpl・18・7F(Suzukietal.1990)にさらに突
然変異を起こさせ、大気条件下でもよく生育でき

る二重突然変異株を選抜したところ、高CO
2培養細

胞の光合成のCO2に対する親和性が、野性株より明

らかに高い株が得られた (Suzuki1995)。特に、

7FR2E、7FR2F，7FR2Nの3株では大気条件にさ
らした時のホスホグリコール酸の蓄積速度が18-7F

株の3分の 1以下と低かった(鈴木 1996)。今回
はこれらのPGPase活性欠損突然変異株において、

光呼畷を抑えて大気条件下での生育を可能にした

突然変異が何であるかを知る手がかりを得る目的

で、ホスホグリコール酸の挙動を更に詳細に検討

するとともに、ルビスコのCO/02相対特異性、お
よびカーポニックアンヒドラーゼ活性等について

比較検討したので報告する。



lpB12 

高C02耐性を持つ緑藻Chlorococcumlittoraleと耐
性を持たないStichocoα'UsbaciJlarisのシトクロム b6
/fの光酸化還元変化

岩崎郁子，蔵野憲秀，宮地重遠((株)海洋バイオ

テクノロジー研究所，釜石研究所)

高CO，耐性を持つ緑灘C.littoraleは4O%CO?へ
移行後、量子収率の低下が見られるがやがて回複す
る。一方耐性を持たないs.bacill81かは回復せずに死
滅する。 HPLCで求めた還元型PoolPlastoquinoneの
割合は、C.littoraleでは約60%(空気)から90%以上
(量子収率低下時)に増加した。この時期のチラコイ
ド膜のPSII活性(DCIP光還元)は、低下しても70%残
ることから、 PS11の光臨害の回避の機構が予想され
る。今回PS1とPS11の聞に存在するCytl∞hromeb6/f 
の酸化還元状態を調べた。 PAMシステムの高感度測
定プローブ(ED・10IUS)を用い、系11を励起する赤
色光(中心波長655nm)照射下で白色光Wを照射し、
検出側に干渉フィルター(中心波長:565nm， b& 554 
nm， t)を用いて吸収変化を調べた。 2つの緑藻は空
気条件ではb、fが光還元されたが、4O%CO移行後
b、fどちらも光酸化され、 DCMU添加でこれらの
変化は消失した。しかしDBMIB添加では2種の緑
藻は異なる挙動を示した。4O%CO，のs.何cillarisのf
の光酸化は変わらなかったが、C.IIttoraleのfは光
還元されようになった。

李朝日i量殺善説明輪車里著書要員霊F開明

lpB13 
イネ棄の光合成における長期水ストレスの彫響

大橋敬子、牧野周、前忠彦{東北大 ・農・応生化}

業内水分含量が低下するような水ストレス下では、棄の水

ポテンシャルの低下とともに光合成速度は低下する.比較的

軽度な水ストレス下では気孔が簡じることにより光合成速度

が低下しさらに水ストレスが進行すると業肉における光合

成活性も低下することが知られている.しかしながら、植物

がこのような水ストレス下に長期間(週から月)さらされた

場合はどのような彫響が現れるかそしてその環境へどのよう

に適応していくかについては全くわかっていない。そこで転

たちは、人工気象室内でイネ(ノトヒカリ)を水耕栽格し

第7業鏑出期から3週間、ポリエチレングリコール (23mM

PEG4ぽ10)を用いて水餅液の水ポテンシャルを下げ、その条

件での水ストレスが傭棄の光合成に与える彫響について調べ

た。結果 大気∞2分圧下36(Pa)での光合成適度は水スト

レス処理区で低下し、それに伴い気孔コンダクタンスおよび

業内C02~圧も低下した。しかし葉内∞β圧の低下は測

定された光合成速度の低下を説明するほどではなく、現実に

業内CO2分圧20(Pa)での光合成速度 (A20) も低下してい

た.一方、CO2飽和の光合成速度には両区で差がなく葉身全

N含量、Rubisco含量においても差は認められなかった。従っ

て、A20の低下原因はRubiscoの活性化状態の低下等が考えら

れ、現在検討中である。
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lpB14 
コムギ棄の老化過程と展開過程における弱光環境への光合

成構成因子の応答と光合成

盤杢盤五三、牧野周、前忠彦(東北大・農・応生化)

コムギ葉の光合成情成因子の弱光環境への応答を老化

過程と展開過程に分けて調べた。コムギは人工気象室内で

光強度450μmolquanta m-2 s-'にて栽培し、第4業完全展

開後 2呂田から光強度がそのままの標準区と寒冷紗を用い

て遮光処理(45μmolquanta m-2 s-')区を設け栽矯を継続し

たの老化過程の応答については第 4葉、展開過程について

は第6棄の完全展開業を材料として調べた。

老化過程における遮光処理は、タンパク態 Nあたりの Chl
含量、 Rubisco含量に影響を及ぼさなかったが、 CF，含量は

弱光区で標準区に対し少なくなっていた。また、光飽和、高

CO2分圧下の光合成速度 (A...)は弱光区で標準区に対し
低くなり、 CF，含量に対する A岨は1本の直線に回帰された。

一方、弱光区で展開した第 6棄は標準区で展開したものに

対しタンパク態 Nあたりの Chl含量を増加させ、集光能力を
高くするという応答を示した。

以上から、コムギ葉は弱光環境に対し老化過程と展開過

程では異なった応答を示すという可能性が示唆された。

lpB15 
亜硫酸のChlorellavulgaris光合成及び細胞内ATPレベ

ルに対する影響

降旗敬，持丸真里，関口憲二，石渡悟，藤原敬

之，桜井英博(早稲田大、教育、生物)

われわれはChlorel/a細胞による亜硫酸の取り込み

は非解離型分子種匝S03が濃度差依存的に細胞膜を単

純鉱散されることを示唆する結果を得た(日本植物学

会第60回大会)。

Chlorella に亜硫酸を濃度および時聞を変えて取り

込ませたのち遠心で洗い、 30分間強光照射した。残存

する光合成活性を酸素電極及て沖AMによって測定し

たところ、 PS11が障害を受けたことが判った。亜硫酸

が単純拡散によって取り込まれるとすれば、f亜硫酸

濃度jx r取り込み時間jの積は常に一定の阻害効果を
もたらすことが期待されるが、実際は低濃度・長時間

の方が高濃度・短時間のインキュベートよりも大きな

阻害効果を示した。これは光合成阻害においては取り

込まれた亜硫酸のサイトソルから葉緑体への移動が

重要な意味を持つことを示唆する。また、E硫酸取り
込みに伴って細胞内ATPレベルが著しく低下した。




